

















Attempts on geoscience experiment classes in preservice education for 
secondary school science teachers: From near zero-base level ability on 
geoscience fields.

































































体地球科学が「地学 1」、気象が「地学 2」で扱われ、実験授業の「地学実験 1」と「地学実験 2」では 3









は、全体で 9 名（8％）であり、学部や専門分野を問わず 1 割前後であった。学部別に見ると、理学部第
一部が 64名（54％）、理学部第二部が 21 名（18％）、理工学部が 15 名（13％）、基礎工学部が 18名（15％）






















  表１ 小中学校水準の確認テストの全体結果 
 
小学校 中学校 
得点率の平均 63.56  34.07  
標準偏差 17.41  22.99  




























































  表１ 小中学校水準の確認テストの全体結果 
 
小学校 中学校 
得点率の平均 63.56  34.07  
標準偏差 17.41  22.99  










































































② 　感覚試験（味覚）：天然の NaCl である岩塩の食味を確認し、通常の食卓塩等との違いの有無を調
べる。蒸発岩の形成過程と人工的な食塩精製過程との違いを考察する。



















































































































































































































































6）  上記 5）の粒子が固まってできた岩石を、順に（　泥岩　）、（　砂岩　）、（　レキ岩　）という。
7）  土地を造っている、泥や砂や小石などが層状に広がった構造を（　地層　）と呼ぶ。
8）  上記 7）の中には過去に棲息していた生物の遺骸である（　化石　）が含まれることがある。
9）  火山から噴出して上空を漂ってから降り積もった土砂を（　火山灰　）という。
10）  大きな地震のときにできる大地の食い違いを（　断層　）という。
11）  上記 7）は形成年代を表す際、古い順に（　古生　）代、（　中生　）代、（　新生　）代と呼ぶ。
12）  ナウマン象は（　新生　）代に、アンモナイト・恐竜は（　中生　）代に、三葉虫は（　古生　）代
に棲息していた。
































































































































           
          視線の方向 
 
      
     上の偏光板 
    （下と直交させる） 
                              
     下の偏光板                    玉をあらゆる方向に回転させる 
   



























































































































手順： 黒曜石または流紋岩の小片（長さ 2cm 程度）を耐火煉瓦の上に置き、加熱前の状態を観察する。
次にパワートーチの流量調節つまみを開き、トリガーを「カチッ」と音がするまで引いて点火する。
パワートーチの強炎で試料小片の全体が赤熱するまで加熱する。赤熱したら過煉瓦上で冷却させた
のち、ピンセットでシャーレに移し、双眼実体顕微鏡で表面構造を観察する。
留意点： パワートーチ使用時には、近くに燃えやすいものがないことを確認すること。加熱中に赤熱した
試料の小片が飛散することがあるので、必ず保護めがねを着用すること。使用直後のバーナーや
煉瓦は高温なので、それらに手で触らないように気をつけること。

